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第５章 文化財の保存又は活用に関する事項 
 

１．市全体に関する事項 

１-１ 文化財の保存・活用の現況と今後の方針 

宇治市は古くからの歴史と文化に恵まれたところであ

り、各時代の貴重な文化財が多数所在している。これらの

文化財は、地域の風土や生活と密接に関わって継承されて

きたもので、宇治市の個性を表わす原点であるとともに、

土地の歴史・文化を理解するために欠くことのできない要

素である。言い換えると、文化財は、宇治市が未来に向って

地域の個性を活かして持続的な発展を遂げていくために、

必要不可欠なものといえる。そのため、市内に所在する多

様な文化財の継承に努力するとともに、人々にその価値を

伝え社会に活かすことで、市民文化の向上や魅力的なまち

づくりに寄与するように努めることとする。 

市域には、令和５年(2023)３月末、143 件の文化財が文化財保護法・京都府文化財保護条例・宇

治市文化財指定条例により指定されており、これらの文化財所有者・管理者等と連携して、定期的

に市域全体の文化財の維持管理の状況把握を行うとともに、計画的に保存修理事業や公開活用事

業を推進していくものとする。 

さらに宇治市にある未指定文化財の状況把握のために継続的に調査を行い、その保護のために

前述の法・条例による文化財指定等を推進するものとする。また、このような希少性・代表性・歴

史性を評価して、これまで指定等をしてきた従来の文化財に対する保護に加え、従来、あまり文化

財的視点からは把握してこなかった、市民の身近に伝えられてきた様々な文化遺産や伝統行事に

市民の目線から光を当て、市民とともにこれらを未来に継承し豊かな地域文化の創造ができるよ

う、「文化財保存活用地域計画」の作成についても検討しつつ、新たな制度的工夫についても検討

を進める。 

以下に文化財類型ごとに保存活用方針を述べる。 

 

①有形文化財（建造物・美術工芸品） 

指定文化財のうち有形文化財の件数が最も多く全体の９割

近くを占めており、それらの有形文化財のほとんどは、宗教法

人が所有・管理している。今後も文化財としての保存管理体制

を適切に継続し、適宜修理や公開を行えるように支援に努め

る。 

なお宇治市ではこれまで文化財建造物に関して主に社寺建

築を対象に指定を推進してきたが、近年の調査によって、民家

などにも生業の特色を示す独特の建物や歴史的に保護すべき
美術工芸品の調査 

文化財保護委員会（専門家） 

による現地指導 
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文化財的価値を有する建物が存在することが明らかとなりつつある。このため、今後も建造物の

調査を継続し、所有者の協力を得ながら指定や登録等による保護を推進する。加えて、文化財建造

物に関しては、所有者・管理者が一層円滑にこれらの保存管理と活用が進められるよう｢保存活用

計画｣の策定に関して支援していく。 

 

②無形文化財・民俗文化財 

無形文化財や民俗文化財の指定件数は少ない。これは、市内各所の祭礼・行事などの詳細な調査

が未実施であることに起因していることから、市内全域でのこれら祭礼・行事の調査や記録作成、

市民に対する普及啓発活動に取り組む。これとともに必要に応じて宇治市の文化財指定を行うな

ど保護の措置を講じ、活動に対する支援に努める。 

また、宇治茶の伝統的な技術である本簀について、文化財的な価値の調査・検証を進めていく。 

 

③記念物（史跡・名勝・天然記念物） 

宗教法人の管理する名勝庭園については、所有者と協力して現状の良好な景観の維持に努める。

また宇治市が管理する隼上り瓦窯跡（国指定の史跡）と庵寺山古墳（市指定の史跡）は整備が完了

し、一般に公開されており、今後も良好な管理を継続する。また、宇治川太閤堤跡（国指定の史

跡）についても、土地の公有化完了後に整備を実施し、遺跡の保存と公開活用を推進しており、今

後も適切な管理を行う。歴史的価値が高い浄妙寺跡、松殿跡、白川金色院跡などの平安期藤原氏関

係遺跡については調査を推進する。また市内に残された数少ない古墳や古代寺院跡についても、

必要に応じて宇治市の文化財指定を行うなど保護の措置を講じるものとする。 

名勝宇治山については保存活用計画を策定し、計画的な保存・活用を進める。また宇治古墳群の

うち未指定のものについては、追加指定を行うとともに、保存活用計画の策定を進めていく。 

 

④重要文化的景観 

現在は宇治地区を中心とした範囲が、重要文化的景観に選定されており、保存計画に従って適

切な保存管理を推進する。加えて、文化的景観の価値の一層の向上を目指して白川地区・黄檗地区

への範囲拡大の取組を進める。 

 

１-２ 文化財の修理（整備）に関する方針 

文化財建造物等については、文化財保護法等の関係法令に基

づき適切な保存が図られるよう、計画的に修理（整備）を実施

する。所有者・管理者の日常的な管理や点検により、破損等の

早期発見に努めるとともに、修理・修復が必要と認められる場

合には、速やかに措置を行うものとする。現状変更を伴う場合

は、文化財としての価値を損なうことがないよう所有者等に適

切な助言を行うとともに、必要に応じて修理（整備）のための

調査を実施し、国（文化庁）、京都府、文化財保護委員会及び専

門家等の意見を踏まえて適切な方法をとるものとする。 

萬福寺松隠堂（重要文化財）の修理 
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なお指定等文化財は、現状変更等に対する専門家等の指導・助言をうけるとともに、保存修理や

整備への財政支援に努めるものとする。市内に所在する未指定文化財の修理については、「京都府

社寺等文化資料保全補助金」や「文化財を守り伝える京都府基金等事業費補助金」を活用するとと

もに、宇治市も補助することによって所有者の負担軽減を図ることとする。 

 

１-３ 文化財の保存・活用を行うための施設に関する方針 

宇治市には市内遺跡から出土した考古資料の収納施設として３箇所の仮設収蔵庫と、収蔵・展

示施設として宇治市歴史資料館を設置している。宇治市歴史資料館は、主に指定文化財の保管と

展示を行っており、文化財の保存・活用の中核的役割を果たす施設として今後も現状の役割を維

持しつつ、文化財に関する生涯学習活動等の機会拡充や展示企画の強化、内容の充実に努める。 

また、お茶と宇治のまち歴史公園においては、史跡宇治川太閤堤跡の一部整備を行っており、宇

治市の歴史文化のみならず史跡の普及啓発を進める。 

また市内各所の指定文化

財等には既に標柱・説明板等

を設置しているが、今後も文

化財の理解や周知、見学誘導

の観点から、説明板や小規模

な休憩施設（ベンチ等）の設

置・更新を、景観に配慮しな

がら順次進めていく。 

 

１-４ 文化財の周辺環境の保全に関する方針 

文化財の周辺環境は多様な要素で構成されており、周辺環境の変化が文化財に大きな影響を与

えることが考えられるため、文化財の価値や魅力が損なわれることのないよう保全に努める。 

宇治市では、宇治川を骨格とした美しい自然景観と重層的な歴史が刻まれた類まれなる歴史的

環境の保全・継承の重要性から、宇治橋上流部分については、既に昭和初期から都市計画において

普通風致地区・特別風致地区の設定を行い、文化財の周辺環境の保全に取り組んできた。また京都

府文化財保護条例に基づく文化財環境保全地区が２地区指定されており、今後も文化財建造物と

一体となった社寺境内の保全を図るものである。 

近年では、平成 14 年(2002)に施行した「宇治市都市景観条例」に基づいた「宇治市都市景観形

成基本計画」を策定し、平成 20 年(2008)には市民と協働で快適でうるおいのある景観づくりを進

めるために、「宇治市良好な居住環境の整備および景観の形成を図るためのまちづくりに関する条

例」と景観法に基づく「宇治市景観計画」を定めた。宇治市景観計画では、宇治川や世界文化遺産

の平等院・宇治上神社及びその一帯をシンボル景観と位置付け、また景観計画重点区域には、平等

院が所在する中宇治と、白山神社拝殿（重要文化財）が所在する白川地区、萬福寺（重要文化財）

が所在する黄檗地区を定めている。今後も引き続き文化財保護と景観保全やまちづくりと連動し

た施策によって、文化財の周辺環境保全に取り組む。 

 

小学生の体験学習活動 

（宇治市歴史資料館） 

市内に設置された文化財説明板 
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１-５ 文化財の防災に関する方針 

宇治市では「宇治市地域防災計画」を定め、その中に災害時及び震災時における文化財への応急

対策を定めて防災業務を行っている。 

宇治市の文化財所有者は、平等院や萬福寺等を除き小規模

な社寺が多く、通常無住の神社も多い。また文化財建造物のほ

とんどは木造のため防火対策が重要で、所有者、消防署・消防

団、自主防災組織、地域住民等が連携して防災意識を高め、活

動することが望まれる。平成 20 年(2008)に発足した「宇治市

文化財まもり隊」の活動は、文化財に対する保護意識高揚と地

域の自主防災活動を促し、火災予防の徹底と災害が発生した

場合の被害軽減を図っている。現在 17 社寺に対し、16 の文化

財まもり隊が結成されており、所有者や地域住民と共同で防火訓練を行っている。また毎年１月

26 日に行われる文化財防火デーでは、防火研究会・消防訓練を実施している。 

指定文化財に対する防災設備の整備については、自動火災

警報装置などの消防設備の設置や修理にあたり事業費を補助

するなどして、積極的な設置を所有者等にお願いしており、既

に国・府・市指定建造物は、ほぼ自動火災報知設備の設置が完

了している。しかし美術工芸品等を所有する社寺等では未設

置のところが多く、これらについては防災設備設置への助成

を行い、防災事業を進めていく。 

このほか美術工芸品等の防犯対策としては、警察と連携を

図り、所有者会議等が開催されており、また無住の神社等にあ

る指定文化財については、宇治市歴史資料館に寄託する取組を進めている。 

文化財建造物の耐震補強については、文化庁・京都府と連携しながら、事業を進める。 

更には指定文化財に留まらず、広く市域に継承されている様々な文化財の防災に関しては、都

市防災と連携した検討に取り組む。 

文化財の毀
き

損
そん

・汚損が発生した際は、被害を最小限に抑え、速やかな復旧を図るため、担当者が

迅速に現地を確認し、所有者・関係各所との調整を行う。 

 

１-６ 文化財の保存及び活用の普及・啓発に関する方針 

宇治市の文化財の価値を後世に伝えるため、文化財を活用しながら、内外に広く普及・啓発する

ための機会の提供に努める。 

文化財に親しんでもらうことを目的とした市指定の史跡庵寺山古墳の公開（春・秋の年２回）や

小中学生を対象にした文化財見学会、発掘調査報告会、文化的景観フォーラム等を行っており、こ

れらの活動や行事を通じて文化財保護の普及啓発に努める。また、文化財活用の一つとして行わ

れている夜間ライトアップや音楽イベントの開催等の取組は、普段文化財に触れる機会の少ない

人々にとって文化財に触れる機会となることから、これらの取組を推奨して、更なる活用の検討

を推進する。 

文化財の防火訓練（宇治上神社） 

消防設備の設置（白山神社拝殿） 
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このほか、「総合的な学習の時間」を「宇治で学ぶ、宇治を

学ぶ、宇治のために学ぶ」という考え方に基づいて実施してい

る「宇治学」において、児童・生徒が宇治の歴史・文化遺産や

伝統的な産業など体験的に学習できるようにしており、今後

も継続的に郷土教育を進める。 

文化財の情報発信については、埋蔵文化財の発掘現場の公

開や小学校における出前授業、生涯学習活動推進の一環とし

て公民館での講座・講演会を開催するなど、市民が文化財に触

れる機会を設け、文化財をより身近に感じてもらえるよう、普

及・啓発活動を行うものとする。加えて、宇治市のホームペー

ジの充実を図り、関心を持つ市外の人も最新の調査成果等が

入手できるよう、情報提供を積極的に行うようにする。 

なおこれまで国に登録されている文化財がないことから、

市民に対して文化財登録制度そのものの周知を行い、例えば

民間所有の民家や店舗、茶業に関する道具類など、宇治の歴史

文化を物語る多様な事例を対象に、文化財保護を幅広く進め

る。 

 

１-７ 埋蔵文化財の取扱いに関する方針 

宇治市には、旧石器時代から江戸時代まで、173 か所の周知の埋蔵文化財包蔵地がある。これら

の包蔵地は、大部分が沖積低地から丘陵の縁辺部にかけて濃密に分布している。時代的には、旧石

器時代から弥生時代の遺跡に比べ、古墳時代から中世の遺跡数が圧倒的に多く、宇治市の特徴を

示している。 

これらの包蔵地に関しては常に現状を把握するとともに、

開発等に伴う現状変更に関しては、文化財保護法に基づき、京

都府教育委員会と連携を図り、指導・助言を得て、事前協議を

実施している。埋蔵文化財包蔵地内での開発については、遺構

を破壊しないように指導を行うが、やむを得ない場合は事前

に発掘調査を実施し、重要な遺構が発見された場合は遺構の

現地保存に努める。また包蔵地以外の場所にあっても新たに

遺構等が発見された場合には、事業者等に出来る限りの理解

を求め、記録保存もしくは重要なものについては保存に向けての協議を行うことに努める。 

発掘調査によって出土した遺物は収蔵庫において保管・管理を行うが、重要な遺物については

宇治市歴史資料館で保管・管理を行い、普及啓発のために展示する。 

埋蔵文化財包蔵地の照会については、宇治市歴史まちづくり推進課文化財保護係（直接窓口もし

くはホームページ）以外に、「京都府・市町村共同統合型地理情報システム（GIS）」からも検索する

ことができる。 

 

発掘調査の現地説明会 

庵寺山古墳の公開

宇治市街遺跡の発掘状況 
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図５-１ 宇治市遺跡地図 
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１-８ 文化財の保存・活用に係る体制と今後の方針 

宇治市は平成 21 年(2009)４月に都市整備部歴史まちづくり推進課を新設し、文化財保護係、拠

点整備係とした２係体制の課であったが、現在は文化財保護係と景観係の２係体制となっている。

文化財に関する業務は、教育委員会の事務を文化財保護係の職員が補助執行することとし、従来

から引き続き発掘業務や文化財保護の業務を行っている。令和４年(2022)４月現在では、文化財

保護係は正規職員５名、非常勤嘱託職員５名の計 10 名で運営している。宇治市にある様々な価値

ある文化財を後世に継承していくために、組織の強化を図ることが必要である。 

宇治市の条例に定める文化財保護委員会は、委員数８名で構成され、各専門分野は考古学１名、

建造物１名、陶芸史１名、文化人類学１名、歴史学・文化財学１名、日本民俗学１名、日本美術史

１名、造園学１名となっている。市内全般にわたる文化財の指定、また調査や修理等の事業につい

ては、文化財保護委員会に諮って、適切な文化財の保存・活用を専門家の視点から今後も指導・助

言を得て推進する。 

 

１-９ 各種団体の状況及び今後の体制整備の方針 

現在、文化財の保存・活用を図るため、「一般財団法人宇治市文化財愛護協会」が活動している。

「一般財団法人宇治市文化財愛護協会」は各種講座や歴史散歩などを開催するとともに、小中学

生の文化財見学会・感想文コンクールの事業を宇治市より委託を受け実施している。 

そのほかにも、参加体験型の普及啓発事業は大学が地域と連携して取り組んでおり、宇治に関

わる歴史的なテーマで行われる「宇治市民大学」は市民団体が企画・開催しており、ほかにも市内

に数多くの歴史や文化をテーマに取り組むサークル、歴史や文化を学び観光客に伝えている観光

ボランティアガイドクラブなど、さまざまな団体等による取組が展開されている。 

このような文化財に関わる市民活動が継続されるよう支援し、官民協働による文化財の保存・

活用に努めていくものとする。また新たなＮＰＯや市民団体が組織されるよう、文化財の情報提

供を行うとともに人材育成を図り、行政と市民との協働による文化財の保存・活用が広がるよう、

体制の整備充実を図る。 
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２．重点区域に関する事項 

２-１ 文化財の保存・活用の現況と今後の計画 

（１）宇治地区 

宇治地区は、世界文化遺産の平等院・宇治上神社を始め、宇治市を代表する文化財が集中する地

区であり、平安時代の街区と中世に形成された街路（宇治橋通り）を基盤とする市街地は、その地

割形状を現在も良好に継承している。この宇治地区の伝統的街区には戦前からの建物が相当数残

っており、家屋調査を順次進めているところであるが、その成果に基づき文化財指定・登録を検討

していく。 

史跡宇治川太閤堤跡は、公園と一体的な整備を行い、「お茶と宇治のまち歴史公園」として開園

しており、史跡の価値を伝える普及啓発を進める。 

そのほか、宇治の文化的景観（重要文化的景観）は、整備に向けた取組を進めており、住民主体

のまちづくりを支援しつつ、速やかな事業実施に努める。 

 

（２）白川地区 

白川地区には、白山神社拝殿（重要文化財）があるほか、地蔵院には奈良・平安時代の多くの文

化財が伝えられ、壮大な伽藍であったとされる白川金色院跡や経塚遺物（府指定）など考古資料も

良好に残されている。白川金色院跡は平成５年(1993)から調査を実施しており、今後は重要な遺

跡として適切な保護に向けた取組を推進する。また文化的景観の保存調査も実施しており、白川

地区の重要文化的景観の範囲の追加を計画している。 

このほか白川地区には、「百味の御食」など特徴的な祭礼行事も継承されており、今後は無形の

民俗文化財の調査も取り組むこととする。 

 

２-２ 文化財の修理（整備）に関する計画 

（１）重要文化的景観 

宇治地区では、重要文化的景観の選定時に定めた保存計画や宇治橋通りを中心とした整備計画

に基づいて文化的景観の保全・整備を進めている。 

重要文化的景観の重要な構成要素である宇治橋通りは、無電柱化事業によって、無電柱化と修

景舗装が行われており、宇治橋通りの文化的景観としての価値を尊重した整備が図られている。 

また重要な構成要素の家屋の修理・修景は、国の補助金を充当した市の間接補助により、文化的

景観保存活用事業を進めるものとする。 

 

（２）歴史的建造物 

今後も宇治の風情あるまちなみと歴史ある景観の継承につなげるために、宇治市の歴史的風致

に関わる社寺等歴史的建造物のうち、未指定文化財も含めて重要なものについては保存修理を進

める。 
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【重点区域における事業】 

●文化財の保存・修理・整備等への補助（～令和 14 年度） 

●重要文化的景観の保存（平成 24 年度～令和 14 年度） 

●道路の美装化（平成 24 年度～令和 14 年度） 

 

２-３ 文化財の保存・活用を行うための施設に関する計画 

重点区域内の資料館等の展示施設に、「宇治市歴史資料館」と「宇治市源氏物語ミュージアム」、

「お茶と宇治のまち交流館（茶づな）」がある。歴史資料館は、考古資料の収蔵やこれらを活用し

た企画展示を行っているが、宇治市の歴史全般に関する常設展示は行っていない。また、源氏物語

ミュージアムは、施設の性格上歴史に関わる展示は僅かである。そこで、観光拠点施設でもあるお

茶と宇治のまち交流館（茶づな）において、宇治茶の魅力と宇治の歴史・文化の情報発信を行う。 

指定文化財等については説明板等を設置しているが、重要文化的景観の選定地と個々の構成要

素を示す説明板は未設置のため、周遊マップ等と連携して説明板を設置する。また現在様々な団

体・部局が設置した説明板等は、統一性がなく乱立している個所も見受けられる。今後は文化的景

観の価値を損なわないよう整備指針を定めたうえで、景観に十分配慮した色彩や大きさ、デザイ

ンを検討し、理解しやすい説明板や解説等の整備充実を図る。 

 

【重点区域における事業】 

●観光案内サイン等の整備（平成 29 年度～令和 14 年度） 

●「お茶と宇治のまち歴史公園」を活用した情報発信（令和 3 年度～令和 14 年度） 

●歴史資料館常設展示及び企画展示の実施（昭和 60 年度～令和 14 年度） 

●源氏物語ミュージアム企画展示及び講座等の開催（平成 10 年度～令和 14 年度） 

●宇治茶普及啓発（平成 23 年度～令和 14 年度） 

 

２-４ 文化財の周辺環境の保全に関する計画 

重点区域の大部分は「宇治市景観計画」の重点区域となっており、建築物の高さや色、看板や屋

外広告物等への規制など、景観保全に関する指導を行うとともに、修景助成制度を活用して良好

な景観形成に資する改修事例が増えるよう誘導する。今後は、年々減少していくまちなかに残る

伝統的木造家屋の保全や活用に関する施策も検討し、取り組むものとする。 

また、周遊しやすいように歩行空間の整備や修景舗装、無電柱化を実施するとともに、観光案内

サイン等の整備を実施することにより、来訪者の安全性を確保すると同時に回遊性の向上を図る。 

 

【重点区域における事業】 

●道路の美装化（平成 24 年度～令和 14 年度） 

●天ケ瀬ダムかわまちづくり（令和元年度～令和 14 年度） 

●空き町家の活用の検討（平成 27 年度～令和 14 年度） 

●建物修景への支援（平成 22 年度～令和 14 年度） 

●景観に配慮した取組み（平成 22 年度～令和 14 年度） 
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●観光案内サイン等の整備（平成 29 年度～令和 14 年度） 

●道路整備事業（平成 24 年度～令和 14 年度） 

 

２-５ 文化財の防災に関する計画 

現在行われている「宇治市文化財まもり隊」の活動など、文化財防災や防犯に関する取組を継続

的に推進する。 

重点区域内には指定等文化財以外にも歴史的建造物が多く存在し、市街地に混在している。今

後は個々の文化財だけでなく、周辺の市街地を含む一体的な文化財防災計画の策定を進める必要

がある。 

特に、宇治地区は重要文化的景観選定地であり、宇治地区の都市防災は文化財保護の観点から

も取組が必要とされる。地区内にある宇治の歴史の重層性を物語る街路には狭い道路も多く、消

防車両の進入が困難な場所もあることなどを考慮して、具体的な都市防災計画を検討する。 

 

２-６ 文化財の保存及び活用の普及・啓発に関する計画 

重点区域における文化財の知名度は、世界文化遺産の平等院

が圧倒的に高く、宇治上神社がこれに次ぐ。そのほかにも多数

の文化財、宇治の文化的景観の重要な構成要素（建物や施設等）

の周知を図るため、文化財を見学・回遊できるルート設定を行

い、パンフレット等の作成・配布や、未指定文化財等の案内板

や説明板等の設置を進める。今後はお茶と宇治のまち歴史公園

を核としたまちなか観光を促進する。 

市民に向けた文化財講座や現地見学会などは継続的に取り

組み、スタンプラリーや宇治茶まつりなどのイベント開催と合

わせて関係団体や学校と連携を図り、文化財と触れ合う機会を

積極的に設けていく。また平安時代を起源とする宇治川鵜飼

は、観光を目的に昭和初期に復活し、現在では宇治川遊覧の夏

の風物詩として定着しており、今後も関係団体と連携を図り継

承に努める。このほかにも、宇治の歴史文化を総合的に学ぶた

めの小中学生向けの副読本を作成するなど、地域の文化財に対

する理解を深めるように努める。 

お茶に親しむ文化を普及する方策のひとつとして、気軽に

本格的な茶の体験ができる施設である市営茶室対鳳庵の活用

を積極的に進める。また地元大学が中心となって「親子で楽し

む宇治茶の日」と題して、宇治茶に関するスタンプラリーや、

試飲しながらお茶屋さんを巡る「聞き茶巡り」などが開催され

ており、参加体験型の普及啓発活動を通じて、宇治の歴史文化

を学ぶ取組も幅広く推進する。 

 

小中学生を対象にした文化財見学会 

宇治茶スタンプラリー 

聞き茶巡り 
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【重点区域における事業】 

●歴史・文化啓発（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●文化財見学会（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●市営茶室対鳳庵の活用（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治茶普及啓発（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●歴史文化への愛着の醸成（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治十帖スタンプラリー開催（平成３年度～令和 14 年度） 

●社寺等の歴史資源との連携（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治川の鵜飼・放ち鵜飼の助成（平成 23 年度～令和 14 年度） 

 

２-７ 埋蔵文化財の取扱いに関する計画 

重点区域内には「宇治市街遺跡」、「平等院旧境内遺跡」、「白川金色

院跡」、「宇治川太閤堤跡」等の埋蔵文化財包蔵地がある。「宇治市街

遺跡」、「平等院旧境内遺跡」では、平安時代の別業群や現状では途切

れている街路、平等院の坊跡や、中世から近世に至る様々な遺構を検

出しており、平安時代から現在までの宇治の変遷を示す重要遺跡で

ある。このため遺跡の破壊につながる開発は、小規模なものでも発掘

調査を実施し、記録保存への理解を求め、重要な遺構が発見された場

合には、所有者や関係機関と協議し、保存に努める。側溝・塀といっ

た街路や地割を区画する施設など文献や絵図史料と照合できる遺構

等が発見された場合、都市形成の詳細な変遷把握の調査研究に資す

ると同時に、整備や活用に反映させることとする。 

「白川金色院跡」は、重要な遺跡として適切な保護に向けた取組を推進していく。史跡宇治川太

閤堤跡については、公園と一体的な整備を行い、令和３年(2021)８月にお茶と宇治のまち歴史公

園として開園しており、公園の管理運営において史跡の価値を伝える情報発信等を行う。 

 

【重点区域における事業】 

●「お茶と宇治のまち歴史公園」を活用した情報発信（令和 3 年度～令和 14 年度） 

 

２-８ 各種団体の状況及び今後の体制整備の計画 

小中学生の文化財見学会・文化財感想文コンクールを宇治市と共催している「一般財団法人宇

治市文化財愛護協会」に対しては、今後も事業を委託し文化財の普及活動を継続する。 

文化財の保存・活用を含むまちづくりに取り組む「白川区まちづくり協議会」は、白川金色院跡

の適切な保護に向けた取組をきっかけに設置され、白山神社のライトアップやワークショップな

どを開催している。このほか、文化的景観の範囲拡大等、宇治市との協働による取組を推進する。 

また、お茶どころ宇治の個性を磨くことを目的に、宇治の茶園景観を維持するために手摘みや

覆下栽培に対する支援事業、宇治茶園の覆下栽培を維持・拡大するための支援事業、宇治茶製法技

術保存協会への助成事業、「市民茶摘みの集い」や「宇治茶まつり」などの実施団体への助成事業

発掘成果を紹介する説明板 
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など、宇治茶の品質向上・普及に努める農家や団体等への各種支援を実施する。 

このほか、市内に残る伝統的家屋等の改修に際し、木造建築の修理に関する技術が必要となる

ため、市内在住の建築士を中心に、改修方法や利活用について調査・研究を行う「一般社団法人歴

史まちづくり研究会・うじ」が平成 22 年(2010)に設立された。 

 

【重点区域における事業】 

●文化財見学会（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治茶園の支援（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治茶品質向上への取組み（平成 23 年度～令和 14 年度） 

●宇治茶普及啓発（平成 23 年度～令和 14 年度） 

 


